
 

大畑美紀議員 

ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定） 
交渉に関する意見書  
 

  

賛
成
多
数
で
可
決
。
反
対
は
３
（
日

本
共
産
党
市
議
団 

植
木
・
大
畑
議

員
、
ク
ラ
ブ
進
風 

山
田
議
員
） 

  

経
費
節
減
が
一
番
の
目
的 

 

入
居
決
定
、
使
用
料
決
定
、
国
庫
補

助
事
業
に
係
る
修
繕
工
事
は
市
が
行

い
、
そ
の
他
の
業
務
は
指
定
管
理
者
が

行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
市
は
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
「
24
時
間
対
応
、
修
繕
工
事

が
速
や
か
に
な
る
、
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
住
宅
基
本
法
」
に
よ
り
厳
し
い
入
居

制
限
が
行
わ
れ
、
予
算
も
削
ら
れ
る
中
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経済効果
も期待で

きます 

２３

年
度
当
初
予
算
の

審
査
で
、
大
畑
・
植
木

議
員
は
、
問
題
の
あ
る

事
業
や
市
民
負
担
増

が
含
ま
れ
て
い
る
一

般
会
計
、
国
民
健
康
保

険
・
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
に
反
対
、
そ

の
他
の
会
計
に
は
賛

成
し
ま
し
た
。 

 
 

 

３月１７日 大畑・植木両議員は、被

災者へ住居の提供等の支援、島根原発等

の安全対策、中電へは上関原発建設の中

止を求めること等を申し入れました。 

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。 

被災者救援 眞野市長に要請 

大
畑
・
植
木
両
議
員
が
、
く
り

返
し
求
め
て
き
た
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制
度
が
、
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
初
予
算

は
４
０
０
万
円
で
す
。 

３０

万
円
以
上
の
住
宅
改
修
工

事
を
行
う
施
主
に
対
し
、
工
事
費

の
１
割
（
上
限
２０
万
円
）
を
助
成

し
ま
す
。
市
内
業
者
に
よ
る
工
事

が
対
象
で
す
。
耐
震
改
修
補
助

や
、
介
護
保
険
・
障
害
者
自
立
支

援
住
宅
改
修
給
付
等
と
併
せ
て

利
用
で
き
ま
す
。 

市
広
報
６
月
１
日
号
で
、
く
わ

し
い
案
内
が
あ
り
ま
す
。 

ー講演会ー 
原発問題とエネルギー政策 
～福島原発で何が起こったのか～ 

  

  

  
  

吉吉井井英英勝勝衆衆議議院院議議員員  

京都大学工学部原子核工学科卒業  

◆６月 11 日（土） 
午後1時45分～ 

◆さくらぴあ大ホール 

原発事故を警告し続け
た国会議員が廿日市に 
 

大地震・津波による

炉心溶融の危険を警

告、国会で再三安全対

策を求めてきました。 
ぜひご参加ください 
 

議長選挙の結果  
角田俊司 １５票 
岡本敏博 １２票 
 白票   １票 
 

副議長選挙の結果  
林 薫   １５票 
砂田麻佐文 １１票 
植木京子   ２票 
 

議長選挙 

 議長選挙に際し、日本共産党市議団に
対して２つの議長候補側から、支持の要

請がありました。  
党市議団の示した「民主的な議会運営

のための政策協定案（６項目）」に岡本議

員を推す側からは〔議員定数 30を維持す
る〕項目に賛意を得られず、一方「すべ

て実現努力をする」とした角田議員及び

同氏を推す会派と政策協定を結びまし

た。植木代表、角田議員、各派代表が協

定書に調印しました。 （選挙結果敬称略） 

「民主的議会運営を」

政策協定結ぶ 

主催‥日本共産党広島県委員会 082（228）3366 

国
民
生
活
を
破
壊
す
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
関
し
、
多
く
の
団
体
、

地
方
自
治
体
か
ら
も
、
廿
日
市

市
議
会
同
様
に
、
「
反
対
」
ま

た
は
「
慎
重
対
処
」
を
求
め
る

意
見
書
が
国
に
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

大
畑
議
員
は
、
昨
年
12
月
議

会
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
重
大
な
問
題

点
を
指
摘
し
、
市
長
の
反
対
表

明
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
党
市

議
団
は
、
昨
年
11
月
に
佐
伯
中

央
農
協
と
の
懇
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。 

全
会
一
致
で
採
択 

で
、24
時
間
対
応
し
た
か
ら
と
い
っ
て

老
朽
化
し
た
住
宅
の
建
て
替
え
や
、
修

繕
が
進
む
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

ま
で
工
事
を
行
っ
て
き
た
地
元
事
業

者
に
仕
事
が
回
ら
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
市
は
「
審
査
基
準
に
地

元
業
者
の
活
用
を
加
味
し
た
い
」
と
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
完
全
に
守
ら
れ

る
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
居
者
の
生

活
実
態
に
即
し
た
懇
切
丁
寧
な
対
応

を
す
る
た
め
に
も
市
直
営
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 
 

市営住宅 指定管理者制度導入 
は問題あり  …24年度から… 

 

新
は
つ
か
い
ち 

日
本
共
産
党 

 

弁
護
士
に
よ
る 

無
料
生
活
・
法
律
相
談 

毎
月
第
２
日
曜 

午
前
１０
時
〜 

西部地区事務所 
37－ 0171

住住宅宅リリフフォォーームム
助助成成制制度度  実実現現  

 

４月臨時会
報告４月15日 

３月議会報告 
３月１～１７日 

 



 

 

授
業
時
数
増 

道
徳
教
育
強
化 

小
学
校
英
語
・
中
学
武
道
必
修 

 
 大

畑
①
小
学
英
語
、
中
学
武
道
が
必
修
に

な
る
が
、
指
導
者
、
設
備
な
ど
適
切
な
指

導
が
で
き
る
体
制
は
整
っ
て
い
る
か
。
ま

た
、
保
護
者
の
私
費
負
担
を
増
や
さ
な
い

よ
う
に
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

②
「
全
教
科
を
通
じ
て
」
道
徳
教
育
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
道
徳
教
育
が

愛
国
心
教
育
に
置
き
換
え
ら
れ
な
い
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
道
徳
に
基
本
的
人

権
や
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
観
点
を
入

れ
、
児
童
生
徒
が
普
遍
的
な
道
徳
価
値
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
指
導
を
求

め
る
が
ど
う
か
。 

 

答
弁 

今
橋
教
育
長 

①
小
学
校
の
外
国
語
活
動
で
は
、
２１
年
度

か
ら
児
童
用
「
英
語
ノ
ー
ト
」
、
教
師
用

の
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
教
材
を
提
供
し
、
こ
れ
ま

で
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
一
緒

に
授
業
を
し
て
き
た
経
験
、
研
修
な
ど

で
、
準
備
は
、
ほ
ぼ
整
っ
て
き
て
い
る
。

武
道
に
つ
い
て
は
、
研
修
会
で
指
導
の
趣

旨
の
共
通
理
解
と
、
実
技
の
指
導
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
る
。
柔
道
着
や
剣
道
の
防

具
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
保
護
者
負

担
が
増
え
な
い
よ
う
検
討
し
た
い
。 

②
道
徳
教
育
は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
や

規
範
意
識
、
自
他
の
生
命
の
尊
重
、
自
尊

感
情
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
、
我
が
国
や

郷
土
を
愛
す
る
心
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く

育
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 

教
員
の
多
忙
解
消
を 

 大
畑 

新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
２１
年
度
に

精
神
疾
患
で
休
職
し
て
い
る
教
員
の
割

合
は
、
沖
縄
、
大
阪
、
東
京
に
次
い
で
広

島
が
高
率
で
あ
る
。
市
教
委
と
し
て
、
教

員
の
時
間
外
労
働
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
教
員
を
増
員
し
必
要
な
休
憩
時
間
を

確
保
す
る
、
時
間
外
勤
務
を
減
ら
す
、
部

活
動
の
過
重
負
担
を
減
ら
す
、
ま
た
、
管

理
統
制
の
方
向
で
は
な
く
、
教
員
の
自
由

裁
量
を
増
や
す
な
ど
、
教
職
員
の
負
担
軽

減
に
も
っ
と
努
力
を
。 

 

答
弁 

今
橋
教
育
長 

学
校
訪
問
時
に
、
入
退
校
記
録
の
確
認

や
、
校
長
か
ら
の
聞
き
取
り
等
で
、
実
情

を
把
握
し
て
い
る
。
非
常
勤
講
師
や
教
育

補
助
員
配
置
等
の
人
的
支
援
、
学
校
に
対

す
る
調
査
や
照
会
事
項
の
精
選
な
ど
、
事

務
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

る
。
県
教
委
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置
し
、
実
態
把
握
に
着
手
、
市
教
委
と

し
て
は
実
情
を
伝
え
、
今
後
の
検
討
、
提

言
に
期
待
し
て
い
る
。
教
職
員
定
数
の
改

善
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
教
育
長
会

を
通
じ
て
要
望
し
て
い
き
た
い
。 

  

大
畑 

①
市
・
県
の
除
雪
計
画
に
つ
い
て
、

除
雪
期
間
や
積
雪
基
準
の
見
直
し
、
残
雪
処

理
、
歩
道
除
雪
等
の
追
加
を
す
べ
き
で
は
。 

②
不
況
に
よ
り
、
除
雪
業
者
も
除
雪
機
械
の

購
入
や
リ
ー
ス
、
維
持
管
理
を
将
来
に
わ
た

っ
て
継
続
し
て
い
く
余
裕
が
な
い
。
十
分
な

支
援
を
国
・
県
に
求
め
、
除
雪
機
械
を
県
が

購
入
し
、
業
者
に
貸
与
す
る
こ
と
を
拡
充
す

べ
き
だ
が
ど
う
か
。
ま
た
、
除
雪
標
識
の
適

切
な
設
置
、
担
当
課
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る

積
雪
状
況
、
除
雪
状
況
の
確
認
を
。 

③
過
疎
化
や
高
齢
化
対
策
と
し
て
、
屋
根
や

私
道
の
除
雪
を
請
け
負
う
業
者
を
市
が
取

り
ま
と
め
、
情
報
提
供
で
き
な
い
か
。 

 

答
弁 

眞
野
市
長
①
除
雪
期
間
外
や
基
準

外
で
も
路
面
状
況
の
著
し
い
悪
化
時
は
適

宜
除
雪
し
て
い
る
。
歩
道
除
雪
は
、
豪
雪
地

帯
指
定
の
吉
和
で
は
、
国
道
１
８
６
号
で
実

施
。
佐
伯
で
は
歩
道
の
歩
行
が
困
難
な
状
況

が
あ
れ
ば
地
域
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。 

②
除
雪
業
者

の
経
費
負
担

は
大
き
く
な

っ
て
い
る
。
除

雪
の
積
算
は

新学習指導要領完全実施 

教員も子どももさらに負担重くなるのでは 

 
柔
道
の
死
亡
事
故 

日
本
が
突
出
（し
ん
ぶ
ん
赤
旗
２
０
１
１
年
１１
月
記
事
よ
り
） 

日
本
で
は
、
１
９
８
３
〜
２
０
０
９
年
度
の
２７
年
間
に
、
柔
道
練
習
が
原
因
で
１
１
０
人
の
子

ど
も
が
死
亡
、
２
０
１
０
年
に
も
６
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
多
く
は
部
活
動
中
の
事
故
で
す
。

海
外
で
は
青
少
年
の
死
亡
事
故
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
柔
道
人
口
が
日
本
の
３
倍
（
６０
万
人
）
の

フ
ラ
ン
ス
で
も
２
０
０
５
〜
２
０
０
９
年
度
の
５
年
間
で
０
人
で
す
。
剣
道
で
は
、
高
校
で
柔
道
、

ラ
グ
ビ
ー
に
次
い
で
死
亡
事
故
の
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
、
適
切
な
指
導
を
す
れ
ば
危
険
な

ス
ポ
ー
ツ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
指
導
者
に
は
安
全
へ
の
知
識
と
備
え
が
必
要
で
す
。 
精神疾患による休職「教員管理強化」が背景 

  朝日新聞 2010 年 11 月 25 日付記事 

  中国新聞 2011 年 2 月 28 日付記事 

両記事ともに、「多忙」だけではなく、「管理強化」が

教員を追い込んでいることを指摘しています。 

稼
働
実
績
に
よ
る
出
来
高
払
い
か
ら
過

去
数
年
間
の
稼
働
実
績
を
考
慮
し
、
固
定

損
料
を
計
上
し
た
最
低
保
障
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
で
業
者
負
担
の
軽
減
を
図

っ
て
い
る
が
、
検
討
す
る
。
吉
和
と
佐
伯

で
は
除
雪
の
頻
度
が
違
う
が
、
除
雪
機
械

の
リ
ー
ス
料
分
に
つ
い
て
ど
う
み
る
か

等
、
検
討
し
た
い
。 

除
雪
標
識
は
積
雪

状
況
に
応
じ
て
設
置
す
る
。
路
面
状
況
に

よ
っ
て
は
徐
雪
業
者
の
自
主
的
な
除
雪

も
可
能
で
、
市
も
適
宜
パ
ト
ロ
ー
ル
行

い
、
業
者
と
も
連
絡
を
と
り
合
い
、
市
民

生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う
除
雪
し
て
い

る
。 

③
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
は
地
域

の
業
者
を
紹
介
す
る
な
ど
、
相
談
の
内
容

に
応
じ
対
応
し
て
い
く
。 

積
雪
時
の
対
策
強
化
を 

大畑美紀議員の一般質問 

●
そ
の
他
、
公
営
住
宅
に
つ
い
て
質
問
を
し

ま
し
た
。 

２
０
０
６
年
に
成
立
し
た
「
住
宅
基
本

法
」
で
は
住
宅
政
策
が
大
き
く
後
退
、
入
居

基
準
が
厳
し
く
な
り
、
住
生
活
は
「
民
間
市

場
ま
か
せ
」
の
方
向
に
。 

本
市
で
も
「
供

給
目
標
戸
数
は
達
成
し
て
い
る
」
と
い
う
考

え
で
す
。
し
か
し
、
公
営
住
宅
入
居
希
望
者

は
多
く
、
特
に
佐
伯
・
吉
和
地
域
で
は
借
家

が
少
な
い
た
め
、
定
住
対
策
と
し
て
も
、
老

朽
化
し
た
市
営
住
宅
の
建
替
え
、
甲
種
住
宅

や
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
、
民
間
住
宅
借
り
上

げ
等
の
公
営
住
宅
の
供
給
増
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
質
問
の
中
で
、
市
営
住
宅
の
管
理

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
市
の
方

針
に
対
し
、
問
題
を
指
摘
し
、
導
入
方
針
を

撤
回
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

雪の日  


